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令和 5年 12 月 16 日

西大寺を愛する会 令和 5年 12 月度例会発表

西大寺八幡山城と宇喜多氏・・・宇喜多直家出世城 中間報告-2

『信長公記』の記録の重要性

西大寺を愛する会 丸谷憲二

1 はじめに

新岡山城へ、2022 年 11 月 3 日 OPEN の HP に金山八幡山城がありません。HP 原案作成の、

岡山市・瀬戸内市観光連携事業実行委員会は『備前軍記』史観で公開しています。岡山市

は観光振興課、瀬戸内市は文化観光部文化観光課が担当です。西大寺は金山八幡山城では

なくて金陵山西大寺観音院を紹介しています。岡山城展示を紹介します。

戦国時代の海岸線に注目です。

2 金山八幡山城城主 宇喜多忠家

金山八幡山城は宇喜多直

家が建立し、弟の宇喜多忠

家が城主でした。坂崎出羽

守の父親です。

3 『信長公記』の八幡山城

の記録

「羽柴秀吉の戦い」とい

う視点から、天正 6 年

(1578)5 月 24 日から天正 7

年(1579)10 月 30 日迄の記

録を確認しました。前後の

動向に注目しました。
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西大寺八幡山城の初見は、『陰徳太平記』の西大寺八幡山城の記録です。

享保 2年（1717）『陰徳太平記』「浦上宗景並宇喜多直家事」の「西大寺の八幡山には、

忠家を処（お）きてけり」です。
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天正 6年(1578)5 月 24 日

天正六年（1578）「5月 24 日、竹中重治が言上した子細であるが、備前国中の八幡山の城

主が味方になった旨を報告した。信長公は満足の意を表し、羽柴秀吉に対して黄金 100 枚、

そして竹中重治に銀子百両が下賜された。感謝申し上げて重治は帰って行った。」

信長 45 歳
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天正 7年（1579）9 月 4 日

天正 7年（1579）「9月 4日 羽柴秀吉は播磨から安土へ罷り越し、備前の宇喜多直家の

赦免の条件を取り決めたので、朱印状を発給なさるように言上したところ、意向も伺わず

に先方と示し合わせたのは、背信行為だと仰せになって、秀吉を即刻播磨へ追い返した。

宇喜多直家（51 歳）

昭和 46 年『西大寺町誌』の天正 7年（1579）は校正ミスか。『信長公記』からの創作で

しょうか。参考文献名がわかりませんと報告しましたが、参考文献は『信長公記』でした。

参考文献名が無く確認できませんでした。

5.1 直家と織田信長との和睦 天正 7年（1579）、昭和 46 年『西大寺町誌』に

伊原仙太郎氏は、昭和 46 年（1971）の『西大寺町誌』p29 に「こうして天正 7年（1579）

には直家は羽柴秀吉の斡旋によって、甥の基家を使いとして織田信長の嫡子信忠へ送り、

信長へ忠誠を誓った。」とあります。天正 7年（1579）は校正ミスか。『信長公記』から

の創作でしょうか。参考文献名がわかりません。



5

5

天正 7年（1579）「10 月 30 日

天正 7年（1579）「10 月 30 日、備前国の宇喜多直家が赦免を受けたことで、その名代とし

て宇喜多基家が摂津国昆陽へ参上し、織田信忠卿へ謝意を表した。羽柴秀吉が取り次いだ。

5 もう一つの八幡山城・・・明石飛騨守の居城

中世山城の研究

者である伊達教夫

氏より、「もう一つ

の八幡山城との比

較検証」との電話が

ありました。赤磐市

仁堀中の八幡山城

は明石飛騨守の居

城です。赤磐市仁堀

中の八幡山城は『陰

徳太平記』に 8月 3

日として記録され

ています。毛利氏の

視点から、宇喜多直

家の人物像を知る

重要な記録です。
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6 まとめ

西大寺の八幡山城を知らなくて、赤磐市仁堀中の八幡山城としているブログがあります。

天正 7年（1579）9 月 4 日の記録が宇喜多忠家ではなくて明石飛騨守の記録とされています。

令和 5年 9月 26 日の岡山市広報連絡資料、「戦国 宇喜多家を顕彰する会 ～大河ドラマ誘

致を目指して～」・・・設立総会 11 月 12 日（日）15 時～開催します。

「2 設立後の活動展開 ・ NHK への大河ドラマ実現の要望活動 ・地元での機運醸成や県外で

の PR 活動 」「3 会のメンバー として、岡山商工会議所 【地元組織】に西大寺活性化協

議会も入っています。西大寺活性化協議会には『西大寺の歴史』に関心を。

現在の八幡山城城主は岡山学芸館高校の森健太郎校長です。城主としての広報活動を期

待しています。

出宮徳尚氏(岡山城天守閣展示物取扱専門員)は『備前軍記』を中世城郭史の立場から間

違いを指摘し、宇喜多直家の 2 番目の居城を金山八幡山城とされ、シーレーンとしての砂

川に注目されました。

6.1 宇喜多直家研究の基礎史料

宇喜多直家研究の基礎史料は、毛利氏の視点からの『陰徳太平記』と織田信長の記録『信

長公記』です。『信長公記』の八幡山城の記録、天正6年(1578)5月 24日から天正7年(1579)10

月 30 日迄の記録は『備前軍記』にありません。織田家の内部情報です。入手できるはずが

ありません。

しかし、柴田一氏(就実女子大学教授)の講演を聞いた世代は『備前軍記』です。『備前

軍記』は池田家の家来の視点で、参考資料にすぎません。正確に纏めているのが市川俊介

氏（元岡山市立オリエント美術館館長）の『岡山城物語』ですが西大寺八幡山城はありま

せん。要点を紹介します。

不思議なことに直家自身は重病を理由に出陣しなかった。それは、秀吉勢の実力を知っ

ていた直家が今度の合戦が不利と判断したからで、毛利氏から織田氏へと味方を変えよう

と思案していたからであろう。・・・天正 7 年(1579)10 月、直家は織田氏の配下に入るこ

とができたのである。

毛利氏の攻勢

天正 7 年(1579)という年は、戦いに明け暮れした直家の一生のなかでも最も多事多難の

年であった。それは毛利と和して協同作戦を行っていた直家が、突如敵対していた織田氏

（羽柴秀吉）とくみしたため、怒った毛利氏が宇喜多氏に仕掛けたからである。
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